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　「北陸核医学カンファレンス」が第 80 回を迎えられましたこと大変嬉しく思いま

す。第 1 回は昭和 60 年 9 月 7 日（土）に開催されておりますが，先輩の先生方の

ご賛同を得てからのスタートでしたので，発足の通知は 7 月のことでした。誕生の

ことを振り返りお話したいと思います。まず，「北陸核医学カンファレンス」発足

の動機をお話いたします。

　私の放射線医学教室への入局は正式にはインターン後となりますので昭和 41 年

のことです。主任教授は故平松 博先生でした。放射線診断学分野でも米国留学を

終えて帰局された，故高島 力先生はじめ，錚々たる先生方がおられました。放射

線診断学といっても CT, MRI, US もなく単純写真と断層写真のみでした。したがっ

て，単純写真のわずかの変化も見逃さず読影する能力が問われていました。高島先

生の提案だったと思いますが，週に 1 度，診療が終了してから若手の教室員を集め

て胸部，腹部の単純写真の読影会が開催されました。夕食のラーメンを啜りながら

の読書会で，私を含め若手はみっちりしごきを受け，大いに恥をかきました。触発

されて分厚い洋書を読破する後輩も現れた。この経験が私の脳裏を離れず，核医学

で始められないかをいつも考えていました。米国の留学先でカンファレンスの経験

もあり，教室だけではなく北陸全体の読影レベルの向上を意図しての試みでした。

開催回数を重ねるごとに，疾患にみられる核医学画像の特徴も認識することができ

ましたし，CT, US, MRI の読影にも接することができました。初回は多田明先生と

私が担当し，その場で読影者を指名し行いました。第 2 回は富山県から瀬戸 光先

生と杉原政実先生に，第 3 回は福井県から小鳥輝男先生，一柳健次先生に担当して

いただき，読影者は前もって決めて行っています。また，核医学に携わる放射線技

師の方も多く参加されて，技師の方々から教わることが非常に多いことに気付き，

技術セッションを企画し，ともに成長できたのではと思っています。

　最初の雑誌は第 1 回と第 2 回カンファレンスの症例を併せて発刊しました。表紙

は関宏恭先生のデザインで真理を掴もうとする様子を鷹のイメージで表したもので

す。

　なぜ撮影したか憶えていませんが，最初のカンファレンスのあとの懇親懇談会の

様子です。設立のためにご尽力いただいた第一ラジオアイソトープ研究所の高野さ

ん，立山さん，松村さん，久田先生，平木先生，瀬戸先生，小鳥先生の若かりし頃
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の写真が手元にありましたのでごく一部のみ掲載いたします。

　講演では時間の都合で触れることができませんでしたが，若い時こそ大いに恥を

かくこと，たとえ恥をかいても誰も憶えていないことを強調して本稿を閉じます。

若かりし頃に大いに恥をかいてくれた皆さんに感謝いたします。だれも憶えていま

せんのでご安心を。

•第1回「北陸核医学カンファレンス」
•モデレータ�利波紀久、多田明

•症例提示者
•上野先生（石川県立中央病院放）
•二谷先生（富山医科薬科大学放）
•前田先生（映寿会病院）
•中嶋先生（金沢大学核）
•杉原先生（富山市民病院放）
•木村先生（福井医科大学放）
•東�先生（金沢医科大学放）
•油野先生（金沢大学核）
•関�先生（金沢大学核）
•多田先生（国立金沢病院放）
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